
生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業　
▼
独
自
性
・
創
造
性

に
富
み
将
来
的
に
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
事
業
▼
伝
統
文
化
の

継
承
と
新
し
い
地
域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業
▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
▼
地
域
づ
く
り
の

人
材
育
成
を
め
ざ
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

第
42
回
（
平
成
30
年
度
）

成
人
大
学
第
１
回
講
座

　

成
人
大
学
は
、
講
演
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い

る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。
今
回
の

講
座
は
、
一
般
の
方
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

日
時　
５
月
19
日
㈯　

午
後
３
時

30
分
予
定

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講
演
講
師　
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア

ド
ゥ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

代
表

取
締
役
社
長　

藤
田
恭
嗣
さ
ん

講
師
紹
介　
電
子
書
籍
を
中
心
に

世
界
に
事
業
を
展
開
す
る
Ｉ
Ｔ
企

業
の
代
表
を
務
め
る
傍
ら
、
地
元

木
頭
の
地
方
創
生
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。　
　
　
　
　
　

講
演
内
容　
私
が
取
り
組
む
地
方

創
生
に
つ
い
て

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
５
０
０
万
円

富
岡
町　

野
村
幸
子
様
か
ら

市
制
施
行
60
周
年
祝
金
と
し
て

●
絵
画

山
口
町　

霜
田
精
奏
様
か
ら

市
役
所
庁
舎
備
品
と
し
て

●
ウ
ミ
ガ
メ
生
態
研
究
書

学
原
町　

近
藤
康
男
様
か
ら

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
・
研
究
資
料

と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会
様
か
ら

地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～ 

還
暦
。
そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
！ 

～

　

来
た
る
５
月
１
日
、
私
た
ち
の
阿
南
市
は
市
制

施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

県
下
で
は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
10
月

１
日
に
徳
島
市
が
、
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）

３
月
15
日
に
鳴
門
市
が
、
昭
和
26
年
（
１
９
５
１

年
）
６
月
１
日
に
小
松
島
市
が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
。

そ
し
て
、
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）
５
月
１
日

に
本
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
栄
枯
盛
衰
」
は
世
の
常
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

本
市
は
財
政
再
建
団
体
の
ま
ま
、
本
当
に
苦
し
い

船
出
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
黎
明
期
の
市
民
は

歯
を
食
い
し
ば
り
、
苦
し
さ
に
耐
え
、
明
る
い
明

日
を
夢
み
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

四
国
東
南
部
の
入
り
口
に
位
置
し
、
紀
伊
水
道

に
面
し
、
丹
生
谷
山
地
を
負
い
、
豊
か
な
那
賀
川

平
野
を
擁
す
る
、
こ
れ
が
郷
土
阿
南
の
姿
で
す
。

海
、
山
、
大
河
（
那
賀
川
は
県
内
を
流
れ
る
延
長

が
吉
野
川
よ
り
長
い
、
県
民
の
母
な
る
川
で
す
）

全
て
の
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
、
か
つ
発
電
所
を
中

心
に
、
人
間
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
各

種
製
造
産
業
が
立
地
す
る
、
理
想
的
地
方
都
市
と

し
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、
成
人
式
の
よ
う
に

還
暦
を
第
２
の
人
生
の
出
発
と
し
て
祝
う
還
暦
式

と
呼
ば
れ
る
行
事
を
行
っ
て
い
る
長
崎
県
佐
世
保

市
や
千
葉
県
市
川
市
の
例
が
あ
り
ま
す
。

　

西
洋
で
は
結
婚
60
周
年
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

と
し
て
祝
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
阿
南
市
も
、
構
成
す
る
14
町
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
各
町
が
地
域
の
特
色
に

一
層
磨
き
を
か
け
、
連
携
を
は
か
り
、「
チ
ー
ム

阿
南
」
と
し
て
よ
り
輝
き
を
増
す
た
め
の
再
ス

タ
ー
ト
が
こ
の
60
周
年
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
働
く
喜
び
、
育
て
る
楽
し
さ
、
憩
う
幸
せ
」

「
も
っ
と
や
さ
し
く
、
も
っ
と
元
気
に
暮
ら
し
つ

づ
け
ら
れ
る
町
」
…

　

こ
の
よ
う
な
阿
南
愛
を
大
切
に
し
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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